
⑮-2授業改善推進プラン（中間改善計画）

小29　町田市立三輪小学校

社
会
科

算
数
科

学力調査等の状況

○基礎的な知識・理解の確実な
定着を図るために、チャレンジタ
イムで、東京ベーシックドリルの
取組の時間を設定し、既習事項
の復習を行う。
○習熟度別の多様なグルーピン
グを工夫し、一人一人に合った
課題追求ができるように保障して
いく。
◯学習アプリ「navima」を活用し
基礎基本の定着を図る。

○判断の根拠を明確に示しなが
ら考えを述べたり、結果を分析し
て解釈･考察し説明したりする授
業を展開し、考えや思いを伝え
合い、高め合う資質・能力を育成
する。
○目的に応じて必要な資料を収
集･整理することができる知識･技
能や、目的や意図に応じて考え
を表現する力を育成する。

〇習熟の程度に応じた課題解決学習で自
分の言葉で表現する機会を増やし、児童の
考えや思いを伝え合って高め合う力の育成
を図る。
〇思考力･判断力･表現力の育成に向け、
図式化したり、立式方式を工夫したりするな
ど数学的に考える力を身に付けさせる。
〇診断テストの結果を踏まえ、児童の実態
に応じた課題に取り組めるよう、内容を工夫
する。
◯東京ベーシックドリルや学習アプリ
「navima」を活用し基礎基本の定着を図る。

○基礎基本の定着不足…国語、算数、理科３教科どれをとっても、記述式による回答は東京都と全国の正答率を上回っていた。しかし、短答
式による答えは、３教科とも東京都を下回り、国語は全国の正答率を下回っていた。このことから、答えを単純に問うもの、選択肢から選んで
回答するものができていないということが分かったため、今後は、国語を中心として、基礎基本を徹底していく必要があることが分かった。

見えてきた課題

○地域や学校生活に関わる学
習活動や安全教育を取り入れ
る。
○気付いたことを絵や文でまと
め、言葉で表現する力を育成す
る。

○チャレンジタイムで、東京ベー
シックドリルの取組の時間を設定
し、既習事項の復習を行う。
○毎日の家庭学習の内容を学
年で揃え、学年や家庭と連携し
て取り組み、基礎基本の定着を
図る。
◯学習アプリ「navima」を活用し
基礎基本の定着を図る。

○新聞やポスター、パンフレット
など目的に応じて必要な資料を
収集･整理することができる知識･
技能や、目的や意図に応じて考
えを表現する力を育成していく。
○当該単元の確かめを活用して
基礎的・基本的な知識理解の定
着を図る。

○資料を効果的に活用し、新聞
やポスター、パンフレットなど目
的に応じて必要な資料を収集･
整理することができる知識･技能
や、目的や意図に応じて考えを
表現する力を育成していく。
○当該単元の確かめを活用して
基礎的・基本的な知識理解の定
着を図る。

○基礎的な知識・理解の確実な
定着を図るために、チャレンジタ
イムで、東京ベーシックドリルの
取組の時間を設定し、既習事項
の復習を行う。
○習熟度別の多様なグルーピン
グを工夫し、一人一人に合った
課題追求ができるように保障して
いく。
◯学習アプリ「navima」を活用し
基礎基本の定着を図る。

○6学年
　学習指導要領の内容で見ていくと、言葉の特徴や使い方に関する事項と読むことが全国を上回ったものの、国語は、東京都、全国の両方の正答率を下回るものが多い傾向にあった。
しかし、話すこと・聞くことについては両方の平均を上回っており、校内研究の成果ともいえるものだった。
　算数は、変化と関係の内容が東京都と全国の正答率を下回ったほかは、すべての内容で東京都や全国の正答率を上回っていた。
　理科では、エネルギーの内容が東京都と全国の正答率を、地球を柱とする領域が東京都の正答率を下回ったほかは、東京都と全国の正答率を上回っていた。

年度当初に設定した重点 低学年 中学年 高学年
各教科における課題を改善するための指導の重点

国
語
科

○学習アプリ「navima」を既習事
項の復習や確認のために、授業
内での活用をさらに増やし効果
検証を図る。
○授業の終わりの学習の振り返
りや家庭学習で日記を継続的に
書かせるなど、全学年で連携し
ながら系統的に指導し、書く力を
育成する。

○学習アプリ「navima」を既習事
項の復習や確認のために、チャ
レンジタイムでも活用する。
○授業の終わりの学習の振り返
りを継続的に書かせ、書く力や
主体的に学習する姿勢を育成す
る。

○学習アプリ「navima」を既習事
項の復習や確認のために、チャ
レンジタイムでも活用する。
○授業の終わりには学習の振り
返りを継続的に書かせ、書く力
や主体的に学習する姿勢を育成
する。

○学習アプリ「navima」を既習事
項の復習や確認のために、チャ
レンジタイムでも活用する。
○辞書を持たせ、すぐに調べら
れる環境を整え、語彙を増やし
ていく。
○授業の終わりには学習の振り
返りを継続的に書かせ、書く力
や主体的に学習する姿勢を育成
する。

○観察や実験から分かったこと
をまとめ、意見交流による言語活
動を充実させる。
○予想、実験、考察、まとめを行
いながら主体的に課題を解決し
ていく力を育成する。

○科学的な見方を育てるため
に、動植物とかかわる学習活動
や自然の不思議さに気付く活動
を取り入れる。
○気付いたことを絵や文でまと
め、言葉で表現する力を育成す
る。

理
科

○観察や実験から分かったこと
をまとめ、意見交流をして言語活
動を充実させ、児童の考えや思
いを伝え合い、高め合う態度を
養い学びに向かう力を育成す
る。
○プリント等を活用して既習事項
の復習を行い、当該単元の確か
めに活用して基礎的・基本的な
知識理解の定着を図る。

○観察や実験から分かったこと
をまとめ、意見交流による言語活
動を充実させる。
○予想、実験、考察、まとめを行
いながら、複数の考えや調べて
得られた情報を比較したり、関連
付けたりして考え、主体的に課
題を解決していく力を育成する。

授業をデザインする８つの取組について

価値ある対話の共有

ICT機器の活用

振り返りの設定

考えを交流する時間「つながりタイム」を設定し、「自分の考えをもつ」「交流する」という主体的・協働的な学習活動を全教科・領域で展開す
る。必然性のある交流になるように、目的や学習形態（ペア・トリオ・グループなど）を工夫して学ぶ意欲を高める。

実物や写真、図などを提示したり、児童の考えを比較したりする際に、実物投影機やタブレット端末、プロジェクターを活用し、児童が学習内
容の理解を深められるように視覚的に支援する。算数ではnavimaを使用した復習にも取り組む。

授業の終わりには学習の振り返りを継続的に書かせ、書く力を向上させるとともに主体的に学習する姿勢も育成する。



⑮-2授業改善推進プラン（中間改善計画）

体
育
科

○学習カードや学習掲示を活用
した確かめや振り返りでの言語
活動を充実させ、考えや思いを
伝え合って高め合う主体的な態
度を育成する。
○全ての児童が運動を楽しめる
よう、実態に合わせて、活動や場
の工夫をする。学習の中にトリオ
やグループでの活動を意図的に
取り入れ、主体的に取り組む態
度を育成する。

○学習掲示や振り返りでの言語
活動を充実させ、運動遊びにお
ける工夫や考えたことを伝える力
を養う。
○全ての児童が運動を楽しめる
よう、実態に合わせて、活動や場
の工夫をする。
○体を動かす遊びを友達と協力
して行い、意欲的に運動しようと
する態度を養う。

○学習カードや学習掲示を活用した
確かめや振り返りでの言語活動を充
実させ、自己の運動や健康の課題を
見付け、その解決についての考えや
思いを伝える力を養う。
○全ての児童が運動を楽しめるよう、
実態に合わせて、活動や場の工夫を
する。
○各種の運動の楽しさや喜びに触
れ、すすんで運動に取り組もうとする
態度を養う。

○学習カードや学習掲示を活用した
確かめや振り返りでの言語活動を充
実させ、自己の運動や健康の課題を
見付け、その解決のための方法や活
動を伝える力を養う。
○全ての児童が運動を楽しめるよう、
実態に合わせて、活動や場の工夫を
する。
○各種の運動の楽しさや喜びを味わ
い、すすんで運動を工夫し、協力して
取り組もうとする態度を養う。

家
庭
科

○単元ごとに、家族の一員として
自分にできることを話し合い、考
えや思いを伝え合って高め合う
資質・能力を育成する。
○どの学習・作業においても自
分、友達が安全に取り組む意識
の醸成を図る。
○学習のめあてと振り返りを記入
させ、生活に活かせる具体的な
実践力を育成する。

○単元ごとに、家族の一員として
自分にできることを話し合い、生
活をよりよくできるよう考えや思い
を伝え合い実践しようとする。
○どの学習・作業においても自
分、友達が安全に取り組む意識
の醸成を図る。
○学習のめあてと振り返りを記入
させ、生活に活かせる具体的な
実践力を育成する。

外
国
語
科

○交流的な活動を多く取り入れ
たり、学習の振り返りを書かせた
りすることで、互いに考えや思い
を伝え合い高め合える資質･能
力の育成を目指す。
○授業を公開したり交流したりし
て、学校全体の研修･研究体制
を充実させ授業改善に努める。

○交流的な活動を多く取り入れ
たり、学習の振り返りを書かせた
りすることで、互いに考えや思い
を伝え合い高め合える資質･能
力の育成を目指す。
○授業を公開したり交流したりし
て、学校全体の研修･研究体制
を充実させ授業改善に努める。

図
工
科

○試行錯誤・交流しながら発想
を広げる時間を設け、考えや思
いを伝え合って高め合う資質･能
力を育成する。
○題材のポイントをわかりやすく
伝え、意欲を高めるような掲示物
を工夫する。
○長い題材については作業工
程を表示し、見通しをもって取り
組めるようにする。

○試行錯誤・交流しながら発想
を広げる時間を設け、造形の面
白さや楽しさについて考えられる
ようにする。
○題材のポイントをわかりやすく
伝え、意欲を高めるような掲示物
を工夫する。
○作業工程を表示し、見通しを
もたせることで楽しく表現したり活
動したりできるようにする。

○試行錯誤・交流しながら発想を広
げる時間を設け、造形のよさや面白
さ、表したいこと、表し方などを伝え合
い、作品から自分の見方や感じ方を
広げられるようにする。
○題材のポイントをわかりやすく伝
え、意欲を高めるような掲示物を工夫
する。
○作業工程を表示し、見通しをもた
せることで、すすんで表現したり活動
したりできるようにする。

○試行錯誤・交流しながら発想を広
げる時間を設け、造形のよさや楽しさ
を伝え合い、創造的に発想や構想を
したり、作品から自分の見方や感じ方
を深めたりできるようにする。
○題材のポイントをわかりやすく伝
え、意欲を高めるような掲示物を工夫
する。
○作業工程を表示し、見通しをもた
せることで、主体的に表現したり活動
したりできるようにする。

音
楽
科

○グループ学習による話し合い
を通して、互いの意見を生かし
合いながら考えや思いを伝え
合って高め合い表現を工夫して
歌うことに取り組む態度を育成す
る。
○タンギングや息の強さ、運指に
気を付けてきれいな音色で演奏
できるよう検定を行い、意欲を高
める。

○グループ学習による話し合い
を通して、楽しく音楽と関わり、
様々な音楽に親しませる。
○音楽表現を楽しみ、意欲を
もって取り組めるように、指導す
る。

○グループ学習による話し合い
を通して、互いの意見や思いを
伝え合いながらすすんで音楽と
関わり、様々な音楽に親しませ
る。
○音楽表現を楽しみ、意欲を
もって取り組ませる。タンギング
や息の強さ、運指に気を付けて
きれいな音色で演奏できるよう指
導する。

○グループ学習による話し合い
を通して、互いの意見や思いを
伝え合いながら主体的に音楽と
関わり、様々な音楽に親しませ
る。
○曲想と音楽構造について理解
するとともに、タンギングや息の
強さ、運指に気を付けてきれい
な音色で演奏できるよう指導す
る。

生
活
科

○グループ学習や発表を効果
的に取り入れ、考えや思いを伝
え合って高め合う資質・能力を備
えた児童を育成する。
○体験活動を精選して年間計画
を立てる。

○グループ学習や発表を効果
的に取り入れ、お互いの考えや
思いを伝え合う場を設定するな
どして、互いに高め合う資質・能
力を備えた児童を育成する。
○体験活動を精選して年間計画
を立てる。

各教科における課題を改善するための指導の重点
年度当初に設定した重点 低学年 中学年 高学年



⑮-2授業改善推進プラン（中間改善計画）

外
国
語
活
動

○交流的な活動を多く取り入れ
たり、学習の振り返りを書かせた
りすることで、互いに考えや思い
を伝え合い高め合える資質･能
力の育成を目指す。
○授業を公開したり交流したりし
て、学校全体の研修･研究体制
を充実させ授業改善に努める。

○歌やゲームなどの交流的な活
動を多く取り入れたり、学習の振
り返りを書かせたりすることで、互
いに考えや思いを伝え合い高め
合う。
○授業を公開したり交流したりし
て、学校全体の研修･研究体制
を充実させ授業改善に努める。

○歌やゲームなどの交流的な活
動を多く取り入れたり、学習の振
り返りを書かせたりすることで、互
いに考えや思いを伝え合い高め
合える資質･能力の育成を目指
す。
○授業を公開したり交流したりし
て、学校全体の研修･研究体制
を充実させ授業改善に努める。

特
別
活
動

○たてわり活動を通して異学年
のつながりの活性化を図る。高
学年のリーダーシップの基づく異
学年の関わりを通して思いや考
えを伝え合って高め合う児童を
育成する。

○たてわり活動を通して異学年
のつながりの活性化を図る。
○友達と仲良く助け合い、学級
生活を楽しくしようとする態度を
養う。

○たてわり活動を通して異学年
のつながりの活性化を図る。
○友達と協力し合って、楽しい
学級生活をつくるとともに、日常
の生活や学習に進んで取り組も
うとする態度を養う。

○たてわり活動を通して異学年
のつながりの活性化を図る。
○友達と信頼し支え合って、豊
かな学級生活をつくるとともに、
日常の生活や学習に自主的に
取り組もうとする態度を養う。
◯学校全体のリーダーとして、学
校のためにどんなことができるか
考え、下級生の手本となろうとす
る意識を育成する。

特
別
の
教
科
 
道
徳

○道徳的価値の意義を理解さ
せ、他者の多様な考えを受け止
め、考え、認め合い、振り返る場
面を意図的に取り入れた授業を
創造する。課題の発見、解決に
向けた主体的・協同的な学びの
中で、児童の考えや思いを伝え
合って高め合う態度の育成を図
る。

○道徳的価値の意義を理解さ
せ、他者の多様な考えを受け止
め、考え、認め合い、振り返る場
面を意図的に取り入れた授業を
創造する。課題の発見、解決に
向けた主体的・協働的な学びの
中で、児童の考えや思いを伝え
合って高め合う態度の育成を図
る。

○道徳的価値の意義を理解さ
せ、他者の多様な考えを受け止
め、考え、認め合い、振り返る場
面を意図的に取り入れた授業を
創造する。課題の発見、解決に
向けた主体的・協働的な学びの
中で、児童の考えや思いを伝え
合って高め合う態度の育成を図
る。

○道徳的価値の意義を理解さ
せ、他者の多様な考えを受け止
め、考え、認め合い、振り返る場
面を意図的に取り入れた授業を
創造する。課題の発見、解決に
向けた主体的・協働的な学びの
中で、児童の考えや思いを伝え
合って高め合う態度の育成を図
る。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○グループ学習、発表会を効果
的に取り入れ、自ら設定した課
題解決に向け、目的や意図に応
じて考えや思いを伝え合って高
め合う資質・能力を備えた児童を
育成する。
◯地域の方の協力を得て、米作
りや里山の自然を生かした学習
に取り組めるようにする。

○グループ学習、発表会を効果
的に取り入れ、自ら設定した課
題解決に向け、目的や意図に応
じて考えや思いを伝え合って高
め合う。
◯里山の自然を生かした学習に
取り組み、地域の方と連携した
学習を行う。

○グループ学習、発表会を効果
的に取り入れ、自ら設定した課
題解決に向け、目的や意図に応
じて考えや思いを伝え合って高
め合う。
◯地域の方の協力を得て、米作
りを行い、体験的な学習を通し
て、地域の環境への関心をもた
せる。

各教科における課題を改善するための指導の重点
年度当初に設定した重点 低学年 中学年 高学年


